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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 30,089 △0.7 1,269 △14.8 1,571 △10.5 1,053 △26.0
2024年３月期第３四半期 30,299 1.5 1,490 21.1 1,756 16.2 1,423 30.0

(注) 包括利益 2025年3月期第３四半期 1,012百万円(△55.6％) 2024年３月期第３四半期 2,278百万円( 67.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 52.89 －
2024年３月期第３四半期 71.51 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 53,405 37,413 68.4
2024年３月期 54,076 37,162 67.2

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 36,552百万円 2024年３月期 36,330百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 15.50 － 15.50 31.00
2025年３月期 － 10.50 －
2025年３月期(予想) 15.50 26.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,800 2.7 1,800 2.7 2,130 0.6 1,725 1.2 86.60

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 20,688,425株 2024年３月期 20,688,425株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 963,533株 2024年３月期 768,177株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 19,904,849株 2024年３月期３Ｑ 19,898,959株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料４ページ「連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

四半期決算補足説明資料は、当社ホームページ(https://www.fukuvi.co.jp/ir/kessan)に掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、足踏み状態を抜け出し、緩やかに持ち直していま

す。内需では、雇用改善と名目賃金増加に伴い、物価高による実質賃金の低迷で弱含んでいた個人消費

が下げ止まり、持ち直しの動きが見られます。企業動向は、良好な業績を反映した景況感の回復と底堅

い設備投資意欲が見られます。外需に関しては、インバウンド需要の増加と輸出の持ち直しが確認され

ています。但し、コロナ禍明け後の需要一巡、世界経済の減速、物価上昇による消費者マインドの悪

化、人手不足による供給制約などのリスク要因が依然として存在し、景気の先行きには不透明感が残っ

ています。

このような環境の下、当社グループは、第７次中期経営計画「技術を押出し、未来へワクワク（2023

年度～2027年度）」の２年目として、３つの基本方針「循環型ビジネス拡大」、「強靭な収益基盤構

築」、「成長を後押しする組織づくり」に基づく各施策に取り組み、企業価値向上に努めています。

住宅業界におきましては、2024年４月～12月の新設住宅着工は、戸数610千戸（前年同期比1.3％

減）、床面積47,007千㎡（同2.7％減）と依然、力強さを取り戻していません。当社グループでは、今

後も持ち家、分譲住宅の新設着工建設減少の傾向は続くと見ており、第７次中期経営計画のもと、住宅

関連では、断熱などをテーマにリフォーム分野の強化を図りつつ、非住宅分野では、将来の成長につな

がる新たな事業領域の拡大に注力しています。この結果、当第３四半期連結累計期間においては、断熱

製品が伸長するとともに、住宅関連以外の分野での復調と新規分野の開拓が進んだことと合わせて住宅

関連部門の落ち込みをカバーすることとなりました。

以上により、当第３四半期連結累計期間の売上高は300億89百万円と、前年同期に比べ0.7％の減収と

なりました。利益面につきましては、更なる財務健全化とキャッシュ・コンバージョン・サイクル短縮

化の観点から棚卸資産評価の適正化を進める中で評価減１億45百万円を計上し、営業利益12億69百万円

（前年同期比14.8％減）、経常利益15億71百万円（同10.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

10億53百万円（同26.0％減）となりました。特別損失として製品補償費84百万円を計上しております

が、これは、当社の再生木材製品『プラスッド』に関する補償費用として、支払済のものと将来の費用

を見積り引当てしたものの合計金額であり、一過性の費用となります。既に不具合の発生源を特定し真

因を把握の上問題は解消済みであり、他の製品等への影響がないことも確認しております。今後も品質

管理体制の一層の強化を図り、安全性と信頼性を維持するために取り組んでまいります。

また、営業活動によるキャッシュ・フローは、当第３四半期連結累計期間末日が金融機関の休日であ

った影響を除いて14億10百万円（前年同期比23.8%増）を確保しております。

なお、棚卸資産評価に係る見積りの変更の詳細は、「２.（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計上の見積りの変更）」に記載のとおりです。

セグメント別の売上状況は、以下のとおりであります。

第１四半期連結会計期間より、従来の「建築資材」「産業資材」の２セグメントから、「建材事業」

「CSE事業」「精密事業」「グローバル事業」の４セグメントおよび「その他」に変更しております。

この変更は、事業展開を踏まえた組織体制および経営資源配分等の意思決定プロセスの観点から、当

社グループの経営実態をより適切に反映すると判断したことによるものです。

詳細は「２.（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載のと

おりです。

また、報告セグメント変更後の配分方法による算定が困難であることから、前第３四半期連結累計期

間との比較はしておりません。
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なお、各事業セグメントの概要は以下のとおりです。

建材事業
外装建材、内装建材、床関連材、システム建材等を開発・製造・販売しておりま
す。また建設工事設計施工の事業を営んでおります。

CSE事業（※）
主に住宅設備、車輛分野でユーザーからの受注によるOEM製品・ODM製品等を開
発・製造・販売しております。

精密事業
反射防止付樹脂シートを主とする機能性コーティング製品を開発・製造・販売し
ております。

グローバル事業 海外市場向けの外装建材、内装建材等を開発・製造・販売しております。

（※）CSE事業：CSEとは、Customer Satisfaction & Expectation の頭文字をとった造語であり、専門

知識と技術力を駆使したセールスエンジニアリングで顧客のニーズや期待を上回る価

値を提供し、顧客満足度と信頼度の向上を目指します。

セグメントの名称
売 上 高

金 額（百万円）
構成比
（％）

建材事業 19,589 65.1

CSE事業 7,605 25.3

精密事業 1,242 4.1

グローバル事業 2,481 8.2

報告セグメント計 30,917 102.8

その他 75 0.2

（調整額） △903 △3.0

合 計 30,089 100.0

（注）1.調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

〔建材事業〕

住宅分野では、新築、リフォームを問わず求められる高断熱化に対応した高性能断熱材『フェノ

バボード』が堅調に推移しました。一方で、持ち家・分譲戸建の大幅着工減という市場環境から、

汎用品は売上が減少しました。

非住宅分野では、工場・倉庫向け商品群『PLANTOOL』が好調な伸びを示しました。

ETHICAL DESIGN WEEK TOKYO2024をはじめとした展示会へ出展し、環境配慮型商品ブランド

「Fukuvalue」のプロモーションを強化しております。

〔CSE事業〕

CSE事業において、建築資材系OEM品は新設住宅着工の低迷の影響を受けましたが、顧客の課題解

決に向けた新規スペックインの提案が功を奏し、厳しい市場環境の中でも前年並みの売上を確保す

ることができました。一方、非建築資材系OEM品は、バスなどの大型車輛向け部材が引き続き好調

に推移したほか、業務用冷蔵庫向け部材や事務機器部材も順調に伸びました。また、継続的な取り

組みとして、新たに進出した領域における新規スペックイン強化が着実に成果を上げ、売上増に寄

与しました。

〔精密事業〕

精密事業では、主力の車載向け部材が自動車の減産や中国市場の販売不振という厳しい環境に直

面しましたが、この課題を乗り越えるべく積極的に取り組んできた非車載向け部材でのエンジニア

リングセールスが大きな成果を上げました。その結果、車載向け部材の減少分をしっかりとカバー

し、さらに売上を大きく伸ばすことができました。
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〔グローバル事業〕

グローバル事業では、米国現法の建材ブランド製品が一時的に伸び悩み、また、日本市場におけ

る需要低迷によりベトナム・タイの各現法の建材ビジネスも一時的に低調でした。しかし、このよ

うな環境下でも、ASEAN地域での建材販路拡大に向けた活動を積極的に推進し、販売チャネルの拡

大に向けた基盤を強化しました。また、米国現法の車載OEM品は順調に売上を伸ばしており、今後

のさらなる販売拡大に向けた取り組みを強化してまいります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億71百万円(前期末

比1.2％)減少し、534億５百万円となりました。主な増減要因としましては、流動資産では、売上

債権が２億79百万円増加した一方で、現金及び預金が２億74百万円減少したこと、また商品及び製

品が４億47百万円減少したこと等により、３億93百万円(同1.1％)の減少となりました。固定資産

では、長期前払費用が82百万円増加した一方で、有形固定資産が１億１百万円減少、投資有価証券

が４億２百万円減少する等、２億78百万円(同1.5％)の減少となりました。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ９億22百万円(前期末比5.5％)減少し、159億92百万円となりま

した。主な増減要因としましては、流動負債では仕入債務が５億70百万円減少したことに加え、賞

与引当金が３億９百万円減少したこと等により、９億円(同6.3％)の減少となりました。固定負債

では、繰延税金負債が34百万円増加した一方で、リース債務が53百万円減少する等、22百万円(同

0.8％)の減少となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億51百万円(前期末比0.7％)増加し、374億13百万円となり

ました。株主資本合計は、利益剰余金が４億87百万円増加したことや、自己株式の取得で１億66百

万円減少したこと等により331億42百万円となりました。この結果、自己資本は365億52百万円とな

り、自己資本比率は68.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の経営環境につきましては、材料費や物流費の高止まりに加え、人的資本投資に伴う人件費

増を見込みます。一方で、当社グループ独自の技術を活かした製品開発や継続的な原価低減および

付加価値に見合うプライシングの検討など収益性を高める施策を確実に推進し、強靭な収益基盤の

構築に努めてまいります。このような前提のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は概ね2024年

５月14日公表時点での想定に沿う結果であったことを踏まえ、現時点において前回５月公表の通期

連結業績予想を据え置いております。

なお、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。今後の経営環境

を踏まえ、業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,203 10,930

受取手形、売掛金及び契約資産 12,189 12,173

電子記録債権 4,887 5,182

商品及び製品 3,871 3,424

仕掛品 753 731

原材料及び貯蔵品 1,224 1,333

未収入金 1,089 1,020

その他 87 117

流動資産合計 35,303 34,909

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,780 3,658

機械装置及び運搬具（純額） 1,950 1,955

工具、器具及び備品（純額） 214 204

土地 1,906 1,906

リース資産（純額） 407 452

建設仮勘定 104 85

有形固定資産合計 8,361 8,260

無形固定資産

ソフトウエア 36 57

その他 764 703

無形固定資産合計 800 760

投資その他の資産

投資有価証券 6,791 6,389

長期前払費用 192 274

退職給付に係る資産 2,329 2,351

繰延税金資産 51 38

その他 249 424

投資その他の資産合計 9,612 9,476

固定資産合計 18,773 18,496

資産合計 54,076 53,405



フクビ化学工業株式会社(7871) 2025年３月期 第３四半期決算短信

6

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,299 8,630

短期借入金 93 79

１年内返済予定の長期借入金 33 16

電子記録債務 － 1,099

未払金 165 213

未払法人税等 250 113

未払費用 1,308 1,227

リース債務 324 328

有償支給取引に係る負債 516 523

為替予約 － 22

賞与引当金 692 383

製品補償引当金 － 48

その他 550 650

流動負債合計 14,229 13,329

固定負債

リース債務 738 685

長期未払金 298 294

繰延税金負債 1,583 1,618

退職給付に係る負債 64 65

その他 2 2

固定負債合計 2,685 2,663

負債合計 16,914 15,992

純資産の部

株主資本

資本金 2,194 2,194

資本剰余金 1,517 1,511

利益剰余金 29,547 30,034

自己株式 △431 △597

株主資本合計 32,826 33,142

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,503 2,447

為替換算調整勘定 329 353

退職給付に係る調整累計額 672 611

その他の包括利益累計額合計 3,504 3,411

非支配株主持分 831 861

純資産合計 37,162 37,413

負債純資産合計 54,076 53,405
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 30,299 30,089

売上原価 21,141 21,040

売上総利益 9,158 9,048

販売費及び一般管理費 7,669 7,780

営業利益 1,490 1,269

営業外収益

受取利息 2 4

受取配当金 161 197

為替差益 64 40

その他 72 92

営業外収益合計 300 333

営業外費用

支払利息 2 6

債権売却手数料 11 11

クレーム補償費用 12 6

その他 9 8

営業外費用合計 34 31

経常利益 1,756 1,571

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 － 36

退職給付信託返還益 264 －

特別利益合計 265 38

特別損失

固定資産除却損 1 2

投資有価証券売却損 － 18

製品補償費 － 84

その他 － 0

特別損失合計 1 104

税金等調整前四半期純利益 2,020 1,505

法人税、住民税及び事業税 292 323

法人税等調整額 225 87

法人税等合計 517 410

四半期純利益 1,503 1,096

非支配株主に帰属する四半期純利益 80 43

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,423 1,053
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 1,503 1,096

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 745 △56

為替換算調整勘定 187 33

退職給付に係る調整額 △157 △61

その他の包括利益合計 775 △84

四半期包括利益 2,278 1,012

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,152 960

非支配株主に係る四半期包括利益 126 52
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基

準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

（棚卸資産の評価）

当社グループは、棚卸資産の正味売却価額が取得原価よりも下落している場合には、当該正味売却価

額をもって貸借対照表価額とし、取得原価と当該正味売却価額との差額を当期の費用として処理してお

ります。

また、棚卸資産の種類ごとに期間を定め、当該期間に出荷や使用がなく営業循環過程から外れたと判

断した品目は収益性が低下していると看做し、将来の需要や市場動向を反映して棚卸資産の帳簿価額を

切り下げております。

前連結会計年度の新基幹システム導入に伴い、第２四半期連結会計期間より、営業循環過程から外れ

ている棚卸資産をより詳細に識別し収益性を評価するための十分なデータを把握することが可能となり

ました。これらの状況を踏まえ、第２四半期連結会計期間より棚卸資産に係る収益性の低下の状況をよ

り適切に財政状態及び経営成績に反映させるため、正味売却価額及び簿価切下額の測定方法を変更して

おります。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上原価が１億44百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ同額減少しております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
注１

四半期連結損益
計算書計上額

注２建築資材 産業資材 計

売上高

一時点で移転される財 19,646 7,403 27,048 － 27,048

一定の期間にわたり移転
される財

3,057 194 3,251 － 3,251

顧客との契約から生じる収益 22,702 7,597 30,299 － 30,299

外部顧客への売上高 22,702 7,597 30,299 － 30,299

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 22,702 7,597 30,299 － 30,299

セグメント利益又は損失(△) 2,775 △96 2,679 △1,189 1,490

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,189百万円は、主に提出会社の管理部門に係る人件費及び経費で

あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
注１

調整額
注２

四半期連結損
益

計算書計上額
注３

建材
事業

CSE
事業

精密
事業

グローバ
ル事業

計

売上高

一時点で移転される財 16,635 7,605 1,242 1,781 27,263 75 － 27,337

一定の期間にわたり移転
される財

2,751 － － － 2,751 － － 2,751

顧客との契約から生じる
収益

19,386 7,605 1,242 1,781 30,014 75 － 30,089

外部顧客への売上高 19,386 7,605 1,242 1,781 30,014 75 － 30,089

セグメント間の内部売上高
又は振替高

203 － － 700 903 － △903 －

計 19,589 7,605 1,242 2,481 30,917 75 △903 30,089

セグメント利益又は損失(△) 2,761 227 114 △102 3,000 △233 △1,498 1,269

(注) １．その他には報告セグメントに含まれない新規事業が含まれております。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,498百万円には、セグメント間取引消去63百万円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△1,559百万円が含まれています。全社費用は、主に提出会社の管理部門

に係る人件費及び経費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場価格を勘案して協議によって決定しております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

（セグメント区分の変更）

第１四半期連結会計期間より、従来の「建築資材」「産業資材」の２セグメントから、「建材事

業」「CSE事業」「精密事業」「グローバル事業」の４セグメントおよび「その他」に変更してお

ります。

当社グループは2022年3月期より事業本部制に移行しておりますが、全社戦略の各事業本部への落

とし込みが定着するとともに、各事業の状況を適切に把握する会計システム等の整備など、当社グ

ループの戦略ならびに経営実態をより適切に反映させる環境が整ったことから、今般の変更を判断

したものです。

当社グループの更なる成長に向けて、新たなセグメントを事業ポートフォリオマネジメントや経

営資源配分等の意思決定に活かして参ります。

なお、各事業セグメントの概要は「１.(１)経営成績に関する説明」に記載しております。

また、前第３四半期連結累計期間について売上高、セグメント損益の金額を、変更後の報告セグ

メント区分により収集していないため、これによる前第３四半期連結累計期間の売上高、セグメン

ト損益を算出することは実務上困難です。変更前の区分による当第３四半期連結累計期間の売上

高、セグメント損益の金額に関する情報は、以下のとおりです。
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
注１

四半期連結損益
計算書計上額

注２建築資材 産業資材 計

売上高

一時点で移転される財 18,981 8,357 27,337 ― 27,337

一定の期間にわたり移転
される財

2,550 201 2,751 ― 2,751

顧客との契約から生じる
収益

21,531 8,558 30,089 ― 30,089

外部顧客への売上高 21,531 8,558 30,089 ― 30,089

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 21,531 8,558 30,089 ― 30,089

セグメント利益又は損失(△) 2,801 △166 2,635 △1,366 1,269

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,366百万円は、主に提出会社の管理部門に係る人件費及び経費で

あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（セグメント費用の配分方法の変更）

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に評価するため、全社費用

の各報告セグメントへの配分方法を変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント利益については、変更後の配分方法による算定が

困難であることから、変更前の配分方法によって算定しております。

また、変更前の区分による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益については、変更前の配

分方法によって算定しております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、当第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 906 百万円 979 百万円


